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授業におけるバレーボールの評価と
　　　　　　　　　　　　　　指導に関する一考察

一バレーボールの各技術練習に対する意識調査より一

新谷崇一（一般体育運論

　はじめに
　近年，ノぐレーボール罪ξこおける賛水勢の活躍は

幾分下縫気味ではあるが，東京オ1ノンピック以来

バレーボール人縫は衰えることなく毎々増撫して

きている。その傾霧は灘本に駁らず量界的な騰勢

としても受けとれる。バレーボールの雲際連盟へ

ぴ）趨蟹蟹が現搬37ケ羅，i§82年の国際連盟アル

ゼンチン／においては至難ヶ鑛を越えるであろうこ

とがその事実を麹語っている。

　また，単1こバレーボール人魚の増撫だけでなく

バレーボールの低年齢化が進んでいることもあげ

られる。つま塗，小学生のバレーボール全醒大会

である。これは一人置定譲ルールを聡いたもので

トスやレシーブが得意でそれを専門とする者，ま

た背の低い考など麟広くバレーボーールに参撫でき

るように配旛！してあるところに特籔がある。

　このようにバレーボールの広範な普及にあって

実際に行われている教官場面でのバレーボールは

学生にとってどのように慧識されているのであろ

うか。大学生を対象ζしたアンケート調査に基づ

き，現状摺握とそれによる捲導上の留意点，そし

て評懸の一私論という点に的を絞ってまとめてみ

たい。

　調査対象者は主に大学一隼生で，一般体育実技

の履修者であるが，実藝祭に大学び）一般体育実装で

表1　講萱薄象者数
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バレーボールを受講している考と，勉の種§を受

講しているが遍去（高校時代の体壽の授業）にお

いてバレー潔一ルの授業を経験しているという講

者において講査を行った。

　調査方法は質問紙を醗帯し，その場で回架した。

調査対象者は以下の選滲である。

亙．問題の所在

　バレーボールに罎らず，スポーツ一般における

実技の評｛藤はi試験者の馨浸による主観的な方法方書主

となる。たとえば，属じオーバーハンドパスにし

ても合格点を与える考もいれば，不合格点を与え

る考もいる。そこには評｛轟の基準となる凝安，ま

た，量的に灘建できる方法があま鯵一一般化されて

いないのが琢孟状である。バレーボールのオーバー

ハンドパスにしても，主観的な評懸だけでなくそ

の補麟として客観的な評麺方法，つま今，オーバー

ハンドパスの数量化も可縫ではないかと考える。

　また，評懸を問う場合には，それは常に振導の

建長線上にあらねばならないと考えられ．旛導と

評懸は牽の両輪のような関｛系毒こある。

　体育の技能テストでも，普段の搭導の段踏であ

る程穫評懸が婦象として懸置づけられた旛導内容

であらねばならない。つま弩．指導とかけ離れた

評鐘銘まあり得ないということである。

　次に，捲導という場諏を想定した場合，実き祭に

鳶豪者である学生はその種無に籍してどのような

意識を抱いているのかを摺握して指導しなければ

捲導者麟の一方的な押し付けに終ってしまう危験

性がある。

　以．とのこと力湿ら，意識調査i毒こ基づき，　まず学生

のバレーボールに録する意識を紹渥し，そこから
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指導髪の留意点を述べ，バレーボールの最終雛祭

を蟻ゲームを成立させる”ことに置き，その点か

らσ）評癒の客観化に絶する一私論をあげる。

なお，本：講究においては，指導、との留意点に藁点

を羅き．評｛藤に饑してはそσ）方法の私i論をあげ，

数量化に対する奮頼牲，妥当性ぎ）縷説は今後の課

題とする。

叢　意識講査からみたバレーボールの

　指導上総留意点

　バレーボールの授業において，学生は各技衛練

習で侮が一番好きで，鋳が一番嫌いなのかという

導入段購での意識の楚握が必要である．特1こ男子，

女子における旗遠縁姦導上からも艶握しておかね

ばならない。これに関する講査継集では，男子で

…番好きな技術練習はアタック練習，女子はパス

練蓼，逆に一一番嫌いな技衛練習は，男子はパス練

習，女』許はアタック練習ということが図iでわか

る。この結果が全てに共通するも窃）ではないが男

野，女臼こお1ナる意識の掘違が墾確に畠ておを｝指

導の際の考癒すべき点となる。

　鼕鼕i　一番妻子き，嫌いな妓籍

　、翻緯麟バス　　　　　　一嫌いな雛ハλ
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　こσ）女うなことから，男女闘6）権違を中心に考

察していくが，バレーボールの受講考と経験者に

極端な意識の執達がみられない霞鯵露煮の合計に

よって行う。豪た，こ」）「盤」1こおける指導上の

留意点ではッ織部にわたる装備指導ッ舞戦という

醸から離れ，授業におけるバレー颪一ルぴ）最終琶。窪

標を職ゲームを成立させる牢ことに罎き，そこ1こ

要求される指導一ヒの留意薫をあげるものである。

　以下，バス，レシーブ，アタック．サーブ，ゲー

ムび），類に考察を進める。

董、パ ス

　パスには愛一バーハンドパスとアンダーハンド

パスの二系列がある。オーバーハンドパスは，編：

欝雛奪至2舞

鶴手の掌を麗いて」）バス，（む！：緩手1こよるパス，

顧：片手でヒットするパスの三種に纏分される。

瞬の場合は高曇のゆるやかなボールで，ボールσ）

下に十分入る余総のある高さの場合に優男する基

本的な技術である。（む｝は後方をついた高いボール．

遠方への選球に嬉して用いる。鱒も後方をついた

高いボール，また，体勢が憐れ薦手では羅かない

高さのボールを遠方へ返球する」）に篤いる。

　アンダーハンドパスは，（麟：緩手アンダーヘン

ドパス，紛：片手によるアンダーハンドパスの二

種1こ綴分される。（燐隷スピードのあるきついボー

ルに離して，いわゆるレシーブσ）手段として覆い

たり，オーバーハンドパスでは低過ぎる表方のゆ

るやかなボールの返球に繕いる。

紛は緩手によるアンダーハンドパスで隷懇に合わ

ないようなボールに録して難いる。

　このオーベー／、ンドパス，アンダーバンドパス

は飽の披講と比べ，鴛勧の単講さ，ダイナミック

さの不足などが濤立ち，飽の披講練習よ1）軽観さ

れる績海1こあるがバレーボールの中で最も基本的

な技緯量であり，導入の段驚髪では産みず選1鯵，習得し

ておかなければならないものである。

パス練習の軽観から，学生窮でアタックは得意で

あるがパスは苦手であるという蓋を見受けるが，

これ隷パス練習霧）軽提1こよる一｛残である。

　このパスに要求されるものとして，（ll：方麟（歪

羅盤／，紛：飛距離，鱗：高さ．鱒：強弱の響要素

がある。これら縁，ボールの軟跡を亙確紅素早く

読み取むゆ移動して落下点に入13崎パスの動作に

移り⇒体全体のバネ，特に手首．財，膝を十分に

使篤してボールを送弓鐙すという…連の動作から

生まれるものである。従って（l／～（縛までの要素を

含んだ完成されたパスは軽観されがちσ）練習に

おいては不可能なことである。

　それでは，意識調養の結果を機観し詣導との留

意点を遜べることにする。

　先の調査結果から，パス練習は男子において一

番嫌い，女子においては一番好きな練習であった

が．単にノζス練習は好きか，嫌いかの質懸紐よる

と，表2でもわかるように男子θ）灘．蓬％と半数が

嫌い，女子の§7．3％と3分の2が好きと答え，そ

」）男女差の傾向が現われている。

　具体的な選軽震をみると，　男子の好きな理由の纂

基盤縁略お互いにパスし合って楽しいからツが

3難．§鑑，第2｛立は唱いろいろなパスがあるからか
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が鐙．3％，纂3位は“思う方向，場所にパスでき

るから摩が欝．6％となっている。

　女子σ）第董位は磯．3％で男子と同様であるが．

第2位は嘩あま1）激しい動きを要求されないからか

が欝．巷％となってお彗．第3位には三つグ）理由が

瞬率で壷んでいる。

　逆に，嫌いな蓮由として，男子の第i紘慧唱対

人ラ響騨で蕎っても単純な行嚢の繰鯵返しだからケ

方寸27．6％，　第2簸1ま栖思うフ㌻幾彗，場所にノ｛スでき

ないからケがi8．§％，第3位は寧つき指しそうだ

から，あざができそうだからかがi7．豊％となって

いる。女子の第頁宣は黙思う方講，場所にパスで

きないから”毒害2違．596ケ第2｛立は黙餐馨，影毫力§痛い

からノア22、履％，第3位は“蝿人，勝騨で行っても

単纏な動萎び）繰弓返しだかボが驚．3％となって

おり，男女闘の嬢違がみられる。

　以。k6）結果から，男女闘」）パス練習に越する意

識の癒違はまず好きな立場で，男子は様々なパス

び）種類毒こ興蘇を抱き，　また露分ぴ）披露著を十ラ｝1こ発

揮できるところに窪窪1があを〉，女子は肉体的｛則懸

として考えられる，あま鐸疲れないという消極的

な運由1こみられる。しかし，男女とも好きな璽密

として，精被釣翻悪としての一緒にプレイする楽

しさを第i鎧組あげている点1こ共選点がみられ

る。遂に嫌いな運由として穿勇子は第董位記パス

練習｛7）単調さ，次いでパス技衛の未熟という妓葬ぎ

的働面があげられ，女子は技術的灘嚢が第至位で．

次いで懸，麗が痛いという舜体的糖面で，男女調

の羅違がみられる。

　以上の結果を踏まえて捲導．重二の留意点を述べる

と以下のよう｝こなる。

　パス練習紅おける指導上の留意点

　①　ボーノレコント欝一ノレの練習。

　　これは鑑しい姿勢で素早くボールの下に入る

　　ことを強調する。そして，最擁はホールディ

　　ングによるオーバーハンドパスを行い，ボー

　　ルを十分撰きつけて送継超す気持で繰1ヲ返

　　す。これは，オーバーノ、ン騨パスを行うとき

　　の指の痛み解消にもつながるゆ

　　次に，的あての練習，またはバスケットボー

　　ルの婆ングにパスしたボールを入れる練習な

　　どを簾えて，変化のある毒導を行うとよい。

　②　アンダーハンドパスのタイミングをつかむ

　　練習窃これに対1しては，両膝を十分折彗麟げ，

　　地面に両手をつけ，アンダーハンドパスの姿

　勢に入る直前の無い位置でボ｝ルに触れ，

　ボールを持ち一髪急げる気持でパスを行うとその

　タイミングもつかみやすくなる。

③ズス練習の攣講さを解消し，楽しさを増す

　工夫をする。

襲2　パスゲーム①

　　　　　⑭　　　　鰹玉．蟹2のようにA

／l誘灘難禦
善誘ゑ手縄轟踊
晴一干鳶灘タ隷
　うにポジシ葺ンを交替する。Bは鍔纒の中央

　に移動して落ちてくるボールをトスし，購鋳

　に地の者の名麟を騨び，これを繰1ヲ返す。

　女子の場合は，門経4）嚢径を狭くするなどの

　工夫を換え連続することを考える。

醗3　パスゲーム㊤
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躍

　
　
　
N

俸12．麟3のよう

に，ネットをはさ

んで高い亘確なパ

スをAから露に送

1），その閥にAは

センターラインの

サークノレ内にある

ボールを重縫ずつ

　　露分の薄地｛a翼ことってきて置き，βから返球

　　されるパスを待つ。また．9ほAからパスさ

　　れたボールをAにパスし，その瞬醐1こボール

　　をとってきて露分の陣地嚇1こ置き．Aからの

　　返球に繕える。

　　この｛馨i，擁2にいろいろなルールを換える

　　ことによって楽しさ，嗣難さも増え，パス練

　　習における単講さの解濾に役立つ。ただし，

　　醜2などは競争が先行し，パスが雑になる危

　　険牲があるので注意を要する。

　以一しであるが，パス練習に入るにあたって…藷

考癒しなければならない6）は．単調さからくるパ

ス練習の軽携である。騰力，握力の弱さでボール

の飛距離が鯵びないことに帰しては，鑑確な

フ重一ムによる藻琴返しである程度飛ぶ、美うにな

る。しかし，その繰穆返しが単調なも6）であれば，

意欲も半減し亨良い結果は望めない。
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表2　パス練習
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2．レシーブ

　一般にレシーブという場合は継手によるアン

ダーハンドパスと，片手によるアンダーハンドパ

スを綾羅して，主にスパイクされたボール，サー

ブされたボーノレ，ときにはフェイントのよう1こ意

表をつかれオーバーハンドパスでは閤に合わない

ようなボーノレのよう毒こ，・早く，　きつく，嘩｝るやカ・

で前方1こ落下するボールに羅いる。

　このレシーブに要求されるものは，構手からの

返球に蝉してその方向，強弱を箆極め，正確にレ

シーブしてセッターに返球すること1こある。

　溌在の一流｛7）アタッカーのスノ壽イクが9驚ライ

ンを通過するまでの新妻時鷺は，男子で春．3秒，女

子で馨．5秒である。大鷺の全身反癒鋳鶴，すなわち

ある事態に身体が適応しはじめるの紅必要な舞寺闘

は，男女と総．3～む．4秒であることから，強打に

帰するレシーブではなかば反躰的動作であるとい

える。しかし，レシーブの対象は強打のみならず

サーブなどにみられる変化球もあり，讀みと反射

的能力が強く要求される。

　それでは．意識調査の結果を機観し，そこから

得られる指導tの留意点を述べることにする。

　まずレシーブ練習拶）好き嫌いの割合をみると．

表3から男女とも過半数の者が好きと答えてい

る。好きと答えた理懸をみると，男子，女子属じ

騒葱を示してお酵，第i髄！が甑難しいボールをあ

げた蒔（ファインプレー）気持が良いからかで男

子28．9驚，女子32．7％．第2粒が順いろいろ変化

があって面震いかで男子器．4％，女子器．7％，第

3位が唱攻撃ゆレシーブという繰り返しが続いた

時非常に嚢窪いかで男子22．8％．女子25．7％となっ

ている。

　逆に，嫌いと答えた運鐡は，第i位が喩レシ一

籌磁奪i2舞

ブしたとき醜が痛い”で男子曇．魂驚．女子34．婆％

となっている。第2綻隷，卓よく動くので疲れる摩

で男子欝、9％．塚一ルの早さにタイミングを合わ

せれないかで女子2δ．2％，第3位は“ロー婆ング

やスライディングがうまくできないからがで男子

聡、昏％，女子捻．i％となっている。

　つまり，男女とも好きな遅麩はファインプレー

から生まれる歓びという精神的綴面の高揚にみら

れる。それは，レシーブの特籔でもあり，レシー

ブで不霧能なボールを反磐的な行動で可能組する

ところにある。そのような点で，男女とも好きな

運由の第鍾熱こあげているものと考えられる。

　逆に，嫌いな運塗として，男女とボ魏が痛いか

という技術以蕪の肉体的灘嚢をあげている。

　次いでラ　男』子は活動量薄墨らくる疲労という肉体

的翻嚢，そして，ロー縫ングやスライディングと

いう援i術的灘面が続いている。

　女子では，男子と違い披講的撰癒が第2｛藍こ覆

われている。

　以上の点からレシーブ練習1こおける鮨導上の留

意点をまとめると以下のようになる。

　レシーブ練習における指導上お留意点

　①　男女とも技術的麟面から生まれる「歓び」

　　という精禅的｛雑嚢を轟める振導内容を工夫す

　　る。つまぎ），醒難さの克騒，変化に富んだボー

　　ルヘの婦麩ということから，スライディング，

　　ローリングの技術を導入して詣導する。

　③　スライディング，ロー肇ング，タイミング

　　などの披講的儲癒の指導。

　　これは最携から高度なものを要求せず，バ

　　レーボールに要求される懸転運動に対してッ

　　ボールから離れてマットの上で転がる練習を

　　して慣れることが重要である。

　　また，タイミングに臠してはいろいろ変化の

　　あるボールを前後・左右に投げ，最襖隷その

　　ボーノレをキャッチすることから始め，　ボーノレ

　　のスピード，変化に慣れさせる。

　③対人，円陣でのレシーブ練習で連続，つま

　　惨ジつなぎ」を考える。

　　たとえば，経験者の申に擁心者を超えること

　　により，集懸プレイの中で連続した動きに参

　　撫しているという実感を持たせる。

　④レシーブ蒔における魏の癩さの緩報を工夫

　　する。たとえば．季籔によっては辱手の長徳

　　を着濁するとか，素醗でもよく手，蕊が暖まつ



萩谷崇一二授業におけるバレーボールの癒導と評懸に麗する一考察 蜷7

　　てから練習を行うよう心がける。

　　しかし，レシーブによる魏の痛さは実擦練習

　　の積み重ねによって解消されるもので，篶さ

　　を完全に取り瞼くことは露難なことである。

　　従って．無我夢中のときは癖さを感じないと

　　いうように糖神的なものにより気をそらすこ

　　とが先決と考えられる。

　⑤　特に男子において，よく動くので疲れると

　　あるが，これは授業特薦内での活動量の多さ

　　に鷺題があるだけではなく，レシーブ・フォー

　　メーシ3ンの不運解ケつまりボールに短して

　　一番金運的な動きをしている力尋こある。

　　従って，バレーボールのフ滅一メーションや

　　基本的な動きを遅解させる必要がある。

　以上であるが，バレーボールにおけるレシーブ

はゲームを盛撃上げ，楽しさを増濾させる第一の

要露と考えられる。つまり，ボールを拾いそれを

攻撃に移すという連続哲三の第一歩である。

　従って，レシーブ披講はある程度身につけてお

くことが望まれるが，授業段踏では各学年，購成

員のレベルに応じて段賠を設定して指導するよう

心がけるべきである。

　表3　レシーブ練習

轡惇驚蟹脳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝玉

　・、．　き・集い　　　　　鐸
　　　　　　　　　　鵠一無2入‘F一翼轟入．無難1蟹1丁人，F鳳2志
　　　　　　　　　　　　，孝・推ヒ・　　　　櫨

　　　　　　　　　　その絶　　　　　　　　　　琶1　年下　　　31鮭i　理趣晒鋒に耕才る畢皆絵…増毒言まで選訳嘆ヒヒ

　あ毛、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋書

3．アタック（スパイク〉

　バレーボールの技講6）なかで縫一派手で溢§を

浴びるのがアタックにおけるスパイクであろうひ

また，チームの綴織的な功撃を代表するものであ

讐，そσ）チームの総合力がこのスパイクに集約さ

れているともいえる。

　アタックには，（瞬：嫁方チームのレシーブゆト

ス⇒スパイクという連系プレーから得点．あるい

はサイドアウトをねらった攻撃，（排：味方チーム

σ）連系プレーが完全でないとき，握手チームの綴

織的なプレーを防ぐことを目的とした讐，また

フエイントで返球したりの半攻撃的なもの，（⇔：

完全1こ蘇方チームの連系プレーのミスによ拳余総

なしで梅手チーム1こ返球し，蘇方チームの態勢を

整え壷すという三種類が考えられる。

　しかし，普段の授業においてこの三種類のア

タックをその傷者こ応じて意識的に懐い分けること

は葬常に難しいことである。従って，蘇方チーム

で三罎ボールに縺れて返球（パス，スパイクなど／

するという三段攻撃の違系プレーを習濃化するこ

とを授業で叢導することが望まれる。

　それでは，意識講査の結果を概観し捲導上の春

意点を逮べることにする。

　講述の通参，アタック練習は男子で一番好きな

練習で，女子は一番：嫌いな練習である。

　ここで単善こ好きか嬢いかの害彗合でみると，男子

の7§．7％毒害好き，女子の52．7％が嫌いとなり，男

女闘の罎違が講様に現われている。

　これ．らの選重患として，好きな立場での第i位毒ま

防まくミートして権手チームに入れたとき気持

が良いかで男子58．8％，女子灘．ε％，第2｛熱ま唾弛

の技衛練習に比べダイナミックであるからツで男

子軽、2％．女子24．7％，第3位は寧ブロックを破っ

たとき気持が良いから”で男子貿．2％，女子は

昼．7％となっており，男女とも瞬じ理震にある。

　嫌いな礫鐡の第i位は亀タイミングがつかめず

手にあたらないから”で男子25、3％，女子綴、舞％

となっている。第2位は蟻ネットが高すぎるよう

な感じがするからウで男子鰺．7％，女子23．倉％，

織じく男子において電ネットが灘魔に感じ思う様

に打てないか（女子は捻．轡％で第羅勢が第2位に

重んでいる。第3盤は寧ジャンプカがあま讐ない

からかで男子賛．7％，女子2§．馨％となってお参男

女とも講じ領海が理われている。

　しカ》し，好きな運由畢こ女書し一般的轟こ男子のノ《一

センテージが高く，逆に嫌雅な蓮由では女子の

パーーセンテージが高いのがうかがわれる。

　男女とも好きな理由は，アタッタの特籔である

成功したときの壮快感という糖禅的｛懸面があげら

れるが，これはアタックのダイナミックさにも共

通するものである。逆に嫌いな遷露として，タイ

ミングという技徳的灘嚢が第i位で，次いでネッ

トという難害物に帰する抵貌感の糟糠的鑓面，そ

してジャンプカという肉体的鰭露となっている。
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　男女とも瞬じ傾向にあるということは，アタッ

クという技術が我々の§に強く焼き付きそのイ

メージが率藪1こ表現されたからと言えよう。

　以上の点から，控童導．との留意点をまとめると以

下のようになる。

　アタック練習葛こお雛る指導上の留意点

　①　成功の歓びという精神的灘懸を十分に引き

　　墨す工夫をする。これは，スパイクのもつダ

　　イナミックさとも聡｛系し，一本一本のスノ考イ

　　クを念入1邦こ警たせ，ネットを低くした鞍．

　　騒人の好む高さのトスをあげるなどして成功

　　の数を多くすることが考えられる。

　⑨　スパイクの成燐は，讐紅トスされたボール

　　とのタイミングにあるので指導を工夫する。

　　たとえば，スパイクのタイミングに難しては，

　　トスされたボールに蝿して鍛擁から麗を大き

　　く撮む慰すのではなく，助走を利絹してジャ

　　ンプの最高点でタッチするような感じでボー

　　ノレを手下つ。この繰拳返しで．　トスされたボー

　　ルの軟跡，落下速度に慣れスパイクの打点も

　　つかめてくる。

　③　ジャンプカという肉棒的儲面6）開題，瞬時

　　にネットという難害物の存在から受ける精神

　　的猛追感とその蕩さの問題1こ蝿する指導。

　　ジャンアカに録しては早急に解決できるもの

　　ではないので，この点に麗しては⑨で述べた

　　ようにそのジャンプカな艦こ最蕩点でボール

　　にタッチすることを心がける程度にしたい。

　　ネットというき障害物は，バレーボールを成立

　　させる必要条件であり取サ除くことはできな

　　いので蟹れる以外にはない。その方法として

　　は，ネットに接近したトス，離れたトスのボー

　　ルに渇しての踏み留りの驚壌：を緩々に変えて

　　ネットに懸れな雛でボールをキャッチする練

　　習を繰参返すことによ響震れ、てくる。

　　また，高さ1こ難しては必ずしも一般男子，女

　　子，高校男子，女子の正爆の高さにこだわら

　　ず，その授業内で霞磁に設定することが望ま

　　しい。

　以上であるが，アタック練習において考慮すべ

きことは，女子において一番嫌いな練習であるが

アタックに薄して抱くイメージにはあま拳男女差

がみられないということである。

　従って．スパイクという強打だけがアタックで

はなく，その体力に応じてタイミングよくボール

蹄8里奪i2舞

をとらえ，襲撃しているという糖神的なものが注

がれればアタックとして十分なりたつものであ
る。

　これ．らから，　アタックの練習ではボール1こ正確

にミートすることを先決とし，次1こ，コースぴ）季丁

ち分諺を行い，アタックのもつ成功したときの壮

蟄さ，ダイナミックさを引き出すような指導の二£

夫が望まれる。

　表4　アタック練習
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4．サ　一　ブ

　サーブが入ることによってゲームが成立すると

いう程バレーボールを特鑞づける基礎援術と考え

られる。しかし，霧在ではサーブは構手コートへ

入載るだけではなく，攻撃の一種と考えられ得点

に大きく影響する披講となっている。

　このようなことから，サーブにはスピード，強

さ，正確性，また球種による変化度が要求される。

　サーブの種類には，アンダーハンドサーブ（安

全サーブ），フ冒一ターサーブ，オーバーハンド

サーブ，特殊なもσ）として．いわ懸る天丼サーブ

などがある。これらのサーブはスピード，強さ，

コントロールにおいてそれぞれ特徴をもち．使愚

考の体力などとσ）謬彗｛系で，　釜台に会しったものを選

択し習得すべきである。

　それでは，意識講萱の結集：を擬観し，懸尊上の

留意点を遠べることにする。

　鐙iからわかるように，サーブσ）練習1ま男女と

も好きな鼓術練習と考えられる。

　また，単に好きか嫌いかの割合によると，勇子

では75．6％，女子では解．3％が好きと答えている。

　その好きな遷由をみると．第i泣は噛穣つた位

置にサーブが入ると気持が喪いから夕で勇子
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28．7％．女子38．馨％となっている。第2位と第3

位では男女は入れ替わるが，戦いろいろな種類の打

ち方があ評壇誓白いから庁が男子25．玉％で第2位．

女子鰺．5％で第3位，峨掘手のレシーブミスはすぐ

得点1こ結びつく魅力がある”が男子欝、6％で第3

位，女子愛．8％で第2位とな弩．主に．サーブ接

術の習得によって生まれる霧神的縫葎である歓び

が蓑露に畠てきている。また，サーブの成塘が直

接得点1こ縫課した1ラ，様々な種類のサーブがある

という運霞が好きな連絡としてあげられる．

　嫌いな運由として，男女至狡，2位入れ替わる

が，堪単純な練習の繰参進ζしでつまらないかが男子

38．S％で第王位．女子器、7％で第2位，串璽つた所

へ思う様にいかないか超が男子2§．§鑑で第2位，

女子28．蓼％で第i泣となっている。

　縫，唱サーブを打つと手が痛い4，草変色球やドラ

イブサーブの要繧がつかめないかなどがあげられ

るがう主にシ練習内容にみられる単講さ，サーブ

技備1の未習季尋によリボーノレを思う様に操ぞ乍できな

いという璽i出力まあげられる。

　以■圭1の点力、ら，　幸善導圭1の留意点をまとめると以

一下」）ようになる。

　サーブ練習にお馨る指導上の留意点

　①　サーブ練習にともなう単講さσ）解消を工夫

　　する。単講さの中には，特に女子においてサー

　　ブが癩手コートまで縄かないのに対して，嬉

　　も指導せず繰り返しサーブを打たせているこ

　　とも入る。このようなレベルに射して，まず

　　アンダーハンドサーブから入り，サーブの打

　　つ位置は1叢寇せずネットに近い勝から打ち，

　　徐々に入れながらサーブの強さ，露離感を認

　　識させながらサーブを行う。

　②単調さ解消の第2段繕として，様々なサー

　　ブを経験させる。

　　体力に合ったサーブ指導が必要であるが，一

　　般的にオーーノ寸一ハンドサーブに。蒙る変費二球

　　サーブがあげられる。このサーブは建った変

　　化がなく，下へ穫へと変化した！〉，また急に

　　浮いた喜〉，その時6）打球iの強さ．空気抵銃な

　　どによ善）様々な変化が超！）葬常に興味をさそ

　　う。次に丁ボールコントローノレに関してサー

　　プの盤う位置を定め，§標地点1こ入ったなら

　　ば擁点という得点譲で練習の励みを傷める。

　③サーブの種類を全舞こ経験させ，特1こ長身

　　で薦の力が強く，手首の強い者1こはオーバー

　　ハンドサーブによるドライブサーブ，塞た長

　　身で手首の強い者1こはフロ一夕ーサーブなど

　　とそ5）｛本方1こ応じたサーブを種種蓬的1こ健琴彗さ

　　せることが望まれる。

　以一とが主な留意点であるが，サーブへ饗昧を抱

かせるには，まず癩手コートへ確実に入れること

であ1），次にサーブ6）球種を惣鞍ボーノレコント

仁r一ノレを可縫！こするという，段繕を邉って」）蓬1導

が望まれる。最終的には，各欝4）サーブを習得し

攻撃の一語として綾羅するまで轟めるべきである。

　表5　サーブ練習
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　各懸人のもつ技能が最終的に発揮されるのを望

むのはゲームの展開中においてであろう。

　しかし，ゲームも位置づけによって，（3）二鰯入

の各技徳の完成を葉羅アレイの中で発揮させる，

つま1ラ競争としてのゲーム，鋤：ゲームを遷して，

各縫人の捜能文はチームワークび）育浅を轟的とし

たもの，（ε）：競争を意識せず，全員参濾による楽

しみを目的とした三種類が考えられる。

　勿論，ゲームの繰り返しσ）違穫で，ベレーボー

ルの各捜徳，チームワークはある程度轟然1こ身に

つくが，ゲーム設定の最密」）猿置づけは以、上の三

種と考えられる。本欝究では，鯵の立場からそれ

ぞれの学生はどのような意識を捲いているのかを

みるものであり，ゲームを通しての綴薬にわたる

披講捲導ではなく，その練習1こ入る以事糞のゲーエ、

に対する意識の溝題を取りあげて述べることにあ

る。

　表6からもわかるように，男女とも総％以、しの

者がゲームを通しての練習を好きと答えている。

その好きな運慈は鳩i鏡争が意識されて蠹毒いか

ら摩．亀全員参簾な6）で楽しいから摩が男女とも董
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位．2位を占めるが顯麺はそれぞれ入れ替っている。

　逆に，嫌いな饗由は男女とも購じ傾霧を示して

いる。筆墨位は“吝技術が皆よ垂ラ劣ると感じるか

ら”第2位は鳩陣幕署に気をつかい疲れるからρ第

3麩iは億全体の黝き（チームプレー〉についてい

1歩ないからウとなっている。

　つま鯵，好きな理露では，舞子はゲームを羨争

の場藁，各披講」）練習場嶽と考え，女子では金銭

参趨，チームワークび）練習場悪と考えるが，男女

ともゲームのもつ楽しさをベースにおいている。

　嫌も｝な重壁窪藝まう　各｛嚢ノ＼（1）技書髭ぎ）レハミノレ藻力玉ら鍾三

舞tる劣等感に主たる療還がみられ，これが集鑛

プレイをする際の精神的羅轡となっていると言える。

　以上の点から，ゲームを通しての練習に入る鉱

毒｝の拷1導一1二の留意点を遠べると以下σ）よう1こなる。

　ゲームを通しての練習における指導上の留意点

　①　ゲームの嚢的を明確にする。

　　たとえば，前述み三三種の中で競争を露的とし

　　たゲームであるなら1ま，そこにはある程度の

　　レシーブ披備というものが要求され，それな

　　しでは先6）講査結果からもわかるように劣等

　　感を瞬き旗し．マイナスの結集を生むことに

　　なる。縦ってゲームσ）舞鶴にそった緩結雛の

　　指導とゲームに入る以麟に学生ヘゲームの趣

　　躊を瞬磯に伝達することが必要である。

　2）　ゲームの霞的に総じて，各校徳練習の蓼！達

　　鰹標を立てる群

　　ゲームの簸補の段踏1こおけるパスゲームでは

　　1薩が要求されるのカ～。つま1），ノξスの方購（正

　　憂窪童生〉，蔑婁菱離，強弱，またボールに3髪鋸触重し

　　て替1手に逐1球するという祷歩的な三i段攻撃な

　　どの講標設定を醗確にする。

　③　各鰹人の技能差をど」）ように克醸し，チー

　　ム構成を行い．ゲームを進めるかσ）工夫が必

　　要である。たとえば．擬人に／聾かの得意技葬3

　　を持たせる。つ豪暑），ある程度｛7）役害彗分重量で

　　ある。その得意装備を少人数によるゲームで

　　経験して，露盤を持って6人σ）ゲームに参撫

　　し発揮させる搭導が望まれる。

　④　実鰹σ）6人によるゲームで慧男女σ）意識の

　　蟹違を考癒して指導する。

　　男子は，ゲーム6）舞的に応じた競争意識をい

　　かにうまく引き出すかにある。まず，チーム

　　構成の際にッチームレベルをある程度購一一に

　　することが望まれる。そして，得点を暮点麟

i｛慈童無i2鰹

　　にして，授業時縁羅内で勝つチャンスの渥数を

　　塔やすなどび）方法が考えられる。

　　女子では，楽しさが表藤嚢三される。まず，チー

　　ムの人数は，最終的1こ6人証するものとして，

　　最籾は人数にこだわらず7人，さ人，§人と

　　し，できる限1）ボールを落さず相手コートヘ

　　返球することを墾いとする。次に，　3麟琶で

　　ボーノレを餐窪手コートへ逐ζ球するという攻撃を

　　疑標とさせる。その遜程での得点法は，豊本

　　鷹の返象で得た得点は亙点，2本慕，3本騒

　　では2点ッ3点という撫舞で蟹得点講で行う。

　　これは，得点化による競争意識と味方で多く

　　ボールに蓮塗れ種々の攻撃に結びつけることが

　　講鋳に起1），また作戦嚢に対する醗癒と楽し

　　さが自然に塔すゲームである。

　以上であるが，ゲームは羨達した遜1ヲ蕪標を購

確にしておかなければ単なる遊びに終ってしまう

可能縫iがある。学生は，とかくゲーム脂肉に走1ラ，

魑々の技徳練習をおろそかにする傾向がある。

　そのようなことから，礫想的なゲーム展開は

ゲームの萌確な位置づけにあることを力説した

い。

　表5　ゲーム

献薄舞譜磐＼＼認憲溜、き起躊
　　一顎一　　　　　　丁『『
あ鉾鍬■な、，か・一、　玉子1“…　3i…霜

　　　　　i　　　　l『i　‡

叢ll段碁l

ll鞠薯：i☆！
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驚，鞘『

郵薙稀｛・欲．しβ…

〆．　7タ・フ．サー

ブ｝が特より劣ろ1

　・かr一『

　　　　土煙爆．．二親を一・かい締　1

圭
一
手
…
…
…
＝
丁
β
手

一
“
七
一
軒
一
転

喜
　
　
　
　
尋
　
　
一
善

ー
ー
ト
ー
…
…
r
、

“
『
　
　
　
　
　
尋
　
　
　
　

毛

幸
熱

　ま　と　め

　パス，レシーブ，アタック，サーブ，そしてゲー

ムにおける学生の意識の概要を述べ，それに基づ

く指導、記の留意点をあげたが．授業において各技

衛を†分に習得することは醸られた授業時懸数内

の練習では非常に瞬難なことである。

　しかし，その弩擦をどこに置くかを聡確にする

ことによって要求されるレベルの到達はある程度

可能となる。また，そのような目標設定は，学生

霧身の翼標も定まり自主的な活動を生み鑛すこと
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になる。購鋳に，その目標は評懸の蝉象へと結び

つき，捲導の延長線まゴこおける評癒という理i論が

考えられることとなる。

膿　バレーボールの評癒における
　客観化への一私論

　バレーボールの評癒の§繧を魁ゲームを成立さ

せるかのに必要な技能とし，そのテストの客観亀

を試みる。これに離する先行藩究としては，大飯

体育大学の穣森康雄等が行っているが．本講究の

一貫した趣讐のもとでの評懸とはi異なる。

　なお，本欝究の客観化の試みは私論の段蔭まで

とし，　この評｛藷方法の妥当性，で欝頼姓に関する麟1

究は今後の課題とする。

　以下，パス，サーブ．スパイクの纈に若干の技

能テストの私論をあげる。

i、パスに関する技能テスト

　パスに要求される技籠として．暁方購（正確性／

（緯飛嚢！離，罎藤高さ，（赫強弱がある。

　ゲームで要求されるものは讐に輯，織となるこ

とから，正確姓，蔑鋲離の技能テストを示す、

　瞬．方講（憂磯牲1

　図4　蕊確牲

　　　！〆｛　誰　　　動よう嫡

l評　　　　　　　　　　　　　獲う。次に登の

li獅　．　　墨　　　磯ラインまで
1　　汽　　　　蓼
　　　3齢一　　　苫融　　　鼠　下が甑講じ要

　　　　　　　　　　　　　　領で的を獲う。

図5　飛距離

　　ノ魯・　⑭　　丁融・　窃　　，熟，
章

段

　ネットとい

う障害物を越

えて構手コー

トへ十分な距

離のパスを必

ず入れること

を獲いとす
る。まず，Aから露ヘボールを投げ，9はネット

を越して権手コートヘパスし，その靉靆を灘達す

る。次に，Aとβは縁闘鰭でエンドラインの方喬

へ下方韓，9’の6盤，騨の9驚ラインと計罐1の

野離灘定を行う。繰難として，撰手コートのエン

ドラインを越した場合はそれぞれ鏡鞍，蔦驚，欝

濃とする。ネットインは落下地鳶までを灘足する。

相手コートへ入らず，ネットの場合はネットまで

の距離マイナスi醗，ネットまで麗かない場合は

落下地点マイナス2醗として駆離を記録する．得

点は，3凝び）飛誕離の合計を趨算して得点とする。

従って，最高距離（得点／は，董2磁十嬉綴糸箆鷺江

嘆5拠（点〉　となる。

2．サーブに観する技能テスト

衷8

表7

　エげア
コ『 @　汽控穏！一輪 琶　翼　〔；L鮫　辞

　　　　　　　ライン
pスの種類 3灘 6盤

△雪毒口瞬1

オーバーハンドパス 点 点 点

アンダーハンドパス ↑
黒

点 点

　各5本ずつ行い得点を表7に記入する。ただし，

2澱聾方の的以外は馨点，境罫線は得点の高い方

を趨算する。

　アンダーハンドパスも瞬様な要領で行う。

　獲いとして，サーブの質ではなく蝦手コートへ確実

に入れることと，コースの打ち分けの技能をみる。

ただし，レシーバー直撃（左図㊨〉は減点と考え

図6　サーブ

（韓．飛題離

†
塗
で
一
■

爾

　
汽

一畔

ｬ
画
・

る。また，サーブの

トス韓：無妻の高さ以

一とを療購とする。

　方法は，スト
レート，センター，

ク環スへ各唾本ず

つの計鴛本打つ。

得点は，表8に示

した得点表を使霧

し，落下地点の響煮を換算して合計する．従って，

最高得点は，鎗×3二3基点となる。また，境無線

は得点の多い方を簾算する。

3、スパイクに臠する技能テスト
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騒7　スパイク
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　　、45贈
　　　　　　逸トサー
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モ
セ
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と
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表9

　獲い1ま，

強打を要

求するの

ではなく，

ゲームに

おいてあ

ら冷る角

度から正

確に灘手

コートヘタイミング

よくスノ｛イクするこ

とにある。

　方乏去と得点は，（垂麺）方緯筆力注ら好きな高さにニトス

されたボールに対してA面（％／を獲い，入った

ら2点，　コート内の勉は董点と計算する。購様に，

／鱒の方向から露面（総〉を獲い，入ったら2点，

勉は董点．襲㌍）方陶からC面（懸／を猿い，入

て）たら2点．飽はi点とする。規鑓としては亨6

入舞ルールを使駕する。また，ライン上は得点6）

高い方を簾算する。

　おわ弓に
　学生のバレーボールに騎する意識調査を通し

て，バレーボールに対する技衛的｛顯嚢，精神的撰彗

醤，肉体的倒面からの意識を甕握することがで

きた。

　轡8　　　　　　　この三つの麟藩慧学生とバ

　　　按嬉的　　　　レーボールの闘を権互に接近

　　　嬉藩　　　　させた蓉，逆に離反させた撃

　　　　　　　　　する要露となっていることが
　精神的　　翁体的
　　羅褻　　　縫瀬　　わかる。

　　　　　　　　　図8のように．技徳的鰹面，

　舞9　　　　　精神的翻露，肉捧的灘藏が講

の現状において鼓徳的翻藪が離反しケ精神的麟面

と肉体的鍵嚢が講わっている場合もあるが，バ

レーボールの授業展開は可能である。

　たとえば，バレーボーノレにおける技｛藤の習得は

珍雛奪i2月

段踏溺の指導と練習σ）積み重ねによってある程度

身導こて〉くもび）である印　し力逸し，練習」〉遜程で一…番

必要なことはバレーボーノレにi縛する熱意や歓びで

ある。つま鯵，習得の歓び，践功の歓び．勝麟の

歓びなどを率直に受け入れる精神的纒嶽である。

そして，それに装備の習得や歓びを表理するため

に必要な健全な舜体的蜷嚢が騰わ蕊ばパレーボー

ノレσ）授業の襲群舞慧蕃書旨である。

　しかし，理状では…｛簸覆しか騰わっていない協

会，全く無の場合も考えら震る。

　このような場合においては，導入の段隣で露難

さがみられるだけであ警，授業の展鰻では不溝能

な状莚iではない。従って，いかにバランスのとれ

たこび）三つの／舞面を備えさせていくかの蓬i導が要

求されてくる。表鎗でもわかるように，今後の授

業展聡で一番望むものはやゲーム中心の授業”で

ある。従って，授業でゲームが耀想的に麗麗され

る1こはこ」）三つの撰彗姦がバランスよく備わってい

ること毒害要求さオむよう。

　以上のことから，異捧的で詳綴な旛導溺が今後

の課題として強く望まれる。

　裟婚　今後の授業展鱒で一番望むもの

　、誰■題
鑑白線薪薫執，、　…蕊善i鴬・

カゑあ　ヨパヌすすも

　　　　　　　　　　　　　工手誘爆轟　　　　工川1セ…　1勲“1遡
凪艦 @　　　　　　　　　　1薪舞露蒙i麗i殻，…薦、1，絹艶…撚謡

　　　　　擁　2醗入．F■葺卸。．無鶏一塾黒鱗へ．届’　勝義

参　考　文　献

緯　馨本バレーボール協会指導普及委貴会編

　「バレーボール指導教本」　大修館書篶　謄鎌

（21朽堀準二　　「バレーボールゴーゲームの構造

　とその緩みたて方練習の計錘一泰流縫　欝77

（31豊懸置平，藤本隆久　編　　「バレーボールの

　教科振導盛　遊戯縫　欝瀦

韓　松平康隆，豊蟹搏，大野銭治，穰海王子　編

　「バレーボールのコーチング」　大修館書癖

　嬉74

織　豊醗博，吉村恒男　　「小学生バレーボールi

　　至人露定麟一　蕪本文化串飯　欝欝

／§／片島義友．金茸達藏．農発敏夫，麗懇野藪

　「講痙・教育評癒」第i巻　墾治園書　鯵総

締　緩見敏夫　　ド教育評癒法藁　脇瞬鐵版　鯵72


